
音楽の力でふるさとを元気に！
　第１回菊池合同復興支援クリスマスコンサートが泗
水ホールで開催されました。熊本地震の復興支援の一
環として菊池合同復興演奏会実行委員会が企画したも
ので、菊池市を中心とした県北の中学校や高校の吹奏
楽部、菊池市民吹奏楽団など６団体が参加。クラシッ
クや J-POP など
いろいろなジャ
ンルの曲を披露
しました。その
他、特別ゲスト
陸上自衛隊第８
音楽隊の演奏な
どもありました。

12 月 18 日　クリスマスコンサート

吹奏楽とフラメンコの共演やサプライズで
サンタ姿のくまモンも登場しました。

レクリエーションを楽しむ参加者

国際交流を楽しみました
　国際交流レクリエーション“International Fun 
Day”（菊池国際交流協会主催）が開催され、市内に
住む外国人や日本人約 40 人が参加しました。最初は
少し緊張していた参加者もレクリエーションやバーベ
キューで打ち解け、互いに交流を深めていました。ミャ
ンマー出身の参
加者は、「たくさ
んの人と話がで
きて楽しかった。
また来年もみん
なで参加したい」
と笑顔で話しま
した。

11 月 20 日　国際交流レクリエーション
気象予報士が旭志小で体験気象教室

　旭志小学校で気象予報士活動有志会による体験気象
教室が開催され、５年生 55 人が参加しました。同会
は、西日本在住の気象予報士を中心に構成されており、
専門知識を生かした防災教育や講演、出前講座などの
地域貢献活動を全国で行っています。今回の教室では

「台風ミニワーク
ショップ」が行
われ、台風の発
生する仕組みや
台風災害などに
ついて実験やク
イズを通して学
びました。

12 月９日　県内初！気象出前講座

専用機器を使った実験に子どもたちも興味
津々
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泗水小剣道部が優勝・準優勝を独占
　泗水体育館で第 40 回吉田旗・西田旗争奪泗水町少
年剣道大会が開催され、高学年の部に 39 チームが出
場。泗水小剣道部が強豪チームを相手に勝ち抜き、Ａ
チームが優勝、Ｂチームが準優勝を手にしました。選
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12月10日　吉田旗・西田旗争奪泗水町少年剣道大会

工事担当者から各フロアーごとに説明を受
けました

ものづくりの魅力を見学
　現在建設中の市役所本庁舎、生涯学習センターの現
場見学会を開催しました。見学会は、建設工事を受注
している前田建設工業㈱九州支店が、地域貢献活動の
一環として、建設技術とものづくりの魅力を見学して
もらおうと開いたもので、中学生から高齢者まで幅広
い年代の人が参
加しました。10
月に行われた見
学会から、建物
の内装工事など
さらに進んだ現
場の状況を見学
できました。

12月17日　未来につなげるものづくり現場見学会

高野瀬の弓道場で指導員から射法の手ほど
きを受ける外国人

外国人が水源フットパスと弓道を体験
　アメリカ、イギリス、カナダなどから 15 人の観光
客が本市を訪れ、水源フットパスと弓道を体験しまし
た。フットパスでは水路沿いの小道を歩き、ときどき
立ち止まって写真を撮ったり景色を楽しんだりしなが
ら自然を満喫。弓道体験では武道の精神と作法を学び、
射的を実践しま
した。まっすぐ
飛ばせず悔しが
る 人 が い れ ば、
的に当てて思わ
ず「 イ エ ス！」
と叫んで喜ぶも
いました。

11 月 23 日　外国人観光ツアー

サンタが保育園にやってきた！
　菊池幼楽園（冨
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園長）にサンタクロースが
訪れ、園児一人一人にクリスマスプレゼントを配りま
した。サンタに扮したのは堤

つつみ

照
てらす

さん（栄町）84 歳。
園児やお年寄りの皆さんに喜んでもらおうと毎年市内
の保育園や介護施設などで続けており今回で 17 回目
になります。
　堤さんは「子
どもたちの喜ぶ
顔が見たくて続
けてきた。これ
からも続けてい
きたい」と話し
ました。

12 月20 日　菊池幼楽園

プレゼントの紅白まんじゅうを手渡しまし
た

左から田﨑さん、松本さん。田﨑さんは昨年、
功績が評価され藍綬褒章を受章しています

２人の保護司に法務大臣表彰・感謝状
　法務大臣から保護司の松
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さん（高野瀬）に感
謝状、元保護司の田
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さん（立石）さんに感謝状
が贈られました。２人は平成８年に保護司に就任し、
長年にわたり更生保護事業に尽力。その功績が認めら
れ表彰・感謝状が贈呈されました。２人は「表彰は大
変ありがたいこ
と。社会に貢献
できればという
思いで続けてき
た。今後も貢献
できるよう頑張
りたい」と話し
ました。

12 月 22 日　更生保護事業

協力隊の皆さん

各分野の活動内容を市民に報告
　市役所大会議室で菊池市地域おこし協力隊活動報告
会を開催しました。
　報告会は、菊池市の地域づくりに取り組んでいる
10 人の協力隊の活動内容を、多くの人に知ってもら
うために開催したものです。会場には平日にも関わら
ず、市議会議員
やまちづくり団
体など約 100 人
が来場。発表の
後は質疑応答が
あり、熱気にあ
ふれた報告会と
なりました。

11 月25 日　菊池市地域おこし協力隊活動報告会

KIZUNA 塾の皆さん

KIZUNA 塾が初優勝
　日田市で「第 59 回大原八幡宮奉納少年剣道大会」
が開催され、九州各県から強豪約 30 チーム参加。本
市のＫＩＺＵＮＡ塾（諏
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監督）が中学生の部で初
優勝を飾りました。メンバーは次のとおりです。（敬
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11月24日　第 59 回大原八幡宮奉納少年剣道大会

市内外からたくさんの人が会場を訪れ、料
理はあっという間になくなりました

家庭料理が大集合！
　きくちふるさと水源交流館で第 12 回水源食の文化
祭が開催され、大勢の来場者でにぎわいました。この
イベントは、地域に残る食を見つめ直し、みんなで食
べながら交流を深めようと毎年開催されています。会
場には郷土料理や創作料理がずらりと並び、来場者
は舌鼓を打ちな
がら地元の人と
交流。東京から
来た男性は「地
元の人の優しさ、
料理のおいしさ
に驚いた」と笑
顔を見せました。

11 月 27 日　水源食の文化祭

女性部会の皆さんと園児たち。代表の園児
５人にお手玉を手渡しました

菊池法人会女性部会がお手玉を寄贈
　菊池法人会女性部会（美

び

麗
れ い

アサ子
こ

会長）が富原保育
園に手作りのお手玉を贈りました。同会は平成 17 年
度から毎年、管轄する菊池市、合志市、大津町、菊陽
町の幼稚園・保育園に寄付を続けています。この日は
会員 5 人がお手玉とカゴを持参。園児と一緒にゲー
ムをして楽しい
ひとときを過ご
しました。美麗
会長は「喜ぶ顔
を見るとうれし
くなる。今後も
続けていきたい」
と話しました。

12 月７日　富原保育園
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